
花岡事件から 81 年。経験者が少なくなる中、事件を伝え続ける活動は転機を迎えてい

る。地域の市民団体や寺院が、記憶の継承に向けて模索を続けている。 

 

中国人労働者への加害責任を語り継ぐ 

中国人収容所跡が沈むダム湖近くの丘に立つ日中不再戦友好碑。

周囲には木が生い茂 り、ダム湖は見えない。経験者や目撃者が少な

くなる中、花岡事件の風化を防ぐための模索が続いている。市は合

併前の１９５０年から慰霊式を主催している。福原淳嗣市長は「参

列する遺族側も世代を重ね、回を重ねるごとに友好の場が広がって

いる。国や言葉に関係なく、語り継 ぐことが日中の懸け橋、絆、

友好の礎になる」と語り、今後も続けることを誓う。 

  

  

  

 

まもる会の歴史と役割 

「花岡の地・日中不再戦友好碑をまもる会」は、1950 年代から遺骨発掘・送還、一鍬

運動、そして 1966年の「日中不再戦友好碑」建立に中心的役割を果たしてきた。一方で、

会員の高齢化や資料散逸の懸念もあり、今後は版画集の映像化など、記録の継承方法を広

げる取り組みが進められている。 

 

踏み付けられた方は忘れない 

一鍬運動の年から活動に携わる富樫康雄さん。今年も同じ心境で事件の日を迎えた。「踏

み付けられた方は忘れないが、踏み付けた方は忘れる。６月３０日には、そういうことを

思う」と語った。 

 

出典: (『秋田魁新報』、2020年 6月 30日～7月 2日より） 
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花岡事件は、1945年 6月 30日、国策により中国から

秋田県北秋田郡花岡町（現・大館市）へ強制連行され鹿島

組 の花岡出張所に収容されていた 986 人の中国人労働

者が、過酷な労働や虐待による死者の続出に耐えかね、一

斉蜂起、逃亡した事件。警察や憲兵隊により鎮圧･逮捕さ

れ、拷問も含め、45年 12月までに 400人以上が死亡し

た。 

https://www.sakigake.jp/news/photo/20200630AK0021/1/

